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新成人 281 名が 20 歳の第一歩を踏み出しました。（1月８日）
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村
で
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月

二
十
五
日
（
日
）
午
前
零
時
を
も
っ
て

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

翌
二
十
六
日
（
月
）
に
福
島
県
交
通

対
策
協
議
会
表
彰
伝
達
式
が
村
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
県
南
地
方
振
興
局

次
長
よ
り
西
郷
村
交
通
対
策
協
議
会
長

（
村
長
佐
藤
正
博
）
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

村
は
、
地
理
的
に
東
北
の
玄
関

口
、
福
島
県
の
南
部
に
位
置
し
、

栃
木
県
と
の
県
境
に
あ
り
ま
す
。

　

新
幹
線
の
止
ま
る
新
白
河
駅

や
東
北
自
動
車
道
白
河
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら

に
は
国
道
四
号
が
村
内
を
縦
断
し

て
お
り
、
交
通
が
発
達
し
た
村
で

す
。

　

ま
た
、
村
内
に
は
、
大
型
ス
ー

パ
ー
の
「
ジ
ャ
ス
コ
白
河
西
郷

店
」、
場
外
馬
券
場
「
ウ
ィ
ン
ズ

新
白
河
」
や
工
場
が
建
ち
並
び
、

他
地
域
か
ら
の
車
な
ど
で
の
交
通

量
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
交
通
環
境
の
中
、
交
通
事

故
か
ら
地
域
住
民
や
村
を
訪
れ
る

方
々
の
生
命
を
守
る
た
め
に
、
昭

和
五
十
三
年
に
交
通
対
策
協
議

会
を
設
置
し
、
交
通
安
全
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
や
目
の
さ
め
る
運
動
や
各

交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
街
頭
活

動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

村
行
政
の
活
動
ば
か
り
で
な

く
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
交
通
安
全
協
会
分
会
の
地

道
な
活
動
が
記
録
達
成
の
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　

表
彰
伝
達
式

　

表
彰
伝
達
式
に
は
、
白
河
警
察

署
長
、
白
河
地
区
交
通
安
全
協
会

長
を
は
じ
め
交
通
関
係
者
約
八
十

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

伝
達
式
の
終
わ
り
に
は
安
全
協

会
西
郷
支
部
長
で
も
あ
り
西
郷
村

交
通
対
策
協
議
会
副
会
長
の
常
松

幸
保
さ
ん
か
ら
「
交
通
事
故
の
な

い
住
み
よ
い
村
宣
言
」
が
読
み
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
録
は
、
平
成
十
五
年

三
月
三
十
日
の
死
亡
事
故
発
生

以
来
で
あ
り
、
国
道
四
号
、
国
道

二
八
九
号
な
ど
の
交
通
量
の
多
さ

を
考
え
れ
ば
千
日
達
成
は
大
変
価

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

　
　
　
　
　

二
千
日
を
目
指
し
て

　

村
対
策
協
議
会
で
は
、
村
を
三

つ
の
地
域
に
分
け
て
い
ま
す
。
住

宅
地
な
ど
が
多
い
熊
倉
分
会
、
国

道
四
号
が
走
る
小
田
倉
分
会
、
観

光
や
レ
ジ
ャ
ー
で
人
が
集
ま
る
甲

子
高
原
分
会
で
す
。

　

こ
の
分
会
の
地
域
は
、
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
交
通
事
故
が
発

生
し
ま
す
。
こ
の
事
故
を
無
く
す

為
に
分
会
ご
と
に
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

熊
倉
分
会
は
、
通
学
路
で
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
作
業
や
児
童
・
生
徒

の
自
転
車
の
点
検
な
ど
を
定
期
的

交通死亡事故ゼロ

値
の
あ
る
こ
と
で
す
。

　

村
行
政
の
活
動
ば
か
り
で
な

く
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
交
通
安
全
協
会
分
会
の
地

道
な
活
動
が
記
録
達
成
の
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
達
成
し

た
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、「
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
二
千
日
」
を
目
指

し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
田
倉
分
会
は
、
国
道
四
号
が

あ
る
事
か
ら
、
交
差
点
で
の
死
角

を
な
く
す
た
め
に
雑
草
等
の
刈
り

払
い
作
業
や
中
学
生
の
自
転
車
へ

反
射
材
の
取
り
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

甲
子
高
原
分
会
で
は
、
観
光
客

に
危
険
箇
所
を
伝
え
る
情
報
看
板

の
設
置
や
道
路
の
凍
結
時
の
融
雪

剤
の
散
布
を
積
極
的
に
進
め
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
西
郷
村
が
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
を
達

成
し
、
西
郷
支
部
長
と
し
て
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

西
郷
村
に
は
、
交
通
安
全
協
会
の
分
会
が
三
つ
あ
り
、

各
地
域
ご
と
に
独
自
の
活
動
を
し
て
い
る
事
は
周
知
で
あ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
全
体
の
事
業
と
し
て
夜
間
の
歩
行
者
の
見
え

方
な
ど
を
学
ぶ
高
齢
者
の
交
通
教
室
を
夜
間
に
開
催
し
た

り
、
村
内
の
小
学
生
二
十
人
に
委
嘱
し
て
い
る
交
通
少
年

団
の
研
修
を
鹿
沼
の
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
う
な

ど
体
験
型
の
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
を
達

成
出
来
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
安
全
推
進
協
議
会
の
毎
月
の
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
や

春
と
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
村
民
の
方
に
よ
る
通

学
路
で
の
街
頭
指
導
な
ど
村
民
一
体
と
な
っ
て
交
通
安
全

運
動
を
行
っ
て
来
た
、
た
ま
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
二
千
日
、
三
千
日
と
記
録
を
更
新
で
き
る

よ
う
、
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
月
十
七
日
、
西
郷
村
交
通
対
策

協
議
会
は
、
更
な
る
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
の
記
録
更
新
を
目
指
し
、
鹿
嶋

神
社
で
交
通
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま

し
た
。

　

佐
藤
村
長
を
は
じ
め
、
交
通
安
全

関
係
者
ら
約
三
十
名
が
、
お
祓
い
を

受
け
た
後
、
玉
ぐ
し
を
捧
げ
今
年
一

年
の
交
通
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
白
河
警
察
署
を
訪

れ
、
村
民
七
千
六
百
二
十
七
名
か
ら

集
め
た
飲
酒
運
転
追
放
署
名
簿
を
佐

藤
村
長
か
ら
白
河
警
察
署
高
宮
彰
署

長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

白
河
地
区
交
通
安
全
協
会
西
郷
支
部

　
　
　
　
　

支
部
長　

常
松　

幸
保

　

今年１年も交通安全で過ごせますように

　

ま
た
、
各
交
通
安
全
運
動
期
間

中
に
は
、
交
通
安
全
街
頭
指
導
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
調
査
、

広
報
車
に
よ
る
広
報
パ
ト
ロ
ー

ル
が
村
内
の
交
通
事
故
防
止
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
で
は
、
地
域
安
全
推

進
協
議
会
や
交
通
安
全
母
の
会
、

白
河
地
区
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
、
交
通
教
育
専
門
員
な
ど
と
連

携
し
て
行
う
事
に
よ
り
地
域
全
体

で
の
交
通
事
故
を
起
こ
さ
せ
な
い

と
の
意
識
が
高
め
ら
れ
、
記
録
達

成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

交
通
量
が
多
い
地
域
で
の　

　
　
　
　
　
　

千
日
達
成

地
域
ご
と
の
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　

に
向
け
て

二二交交交しし対対対ン次次次（さささ

1,000 日達成
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二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
「
平
成
十
八
年
成
人
式
」
が
、
一
月

八
日
に
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
二
百
八
十
一
名
が
感
激

も
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
初
め
て
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
昨
年
の
十
一
月
か
ら
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
、
当
日
は
受

付
や
司
会
な
ど
を
行
い
、
思
い
出
に
残
る
式
と
な
り
ま
し
た
。

平成 18 年　西郷村成人式
　

今
年
は
、
二
百
八
十
一
名
（
男

性
百
二
十
八
名
・
女
性
百
五
十
三

名
）
が
成
人
と
な
り
、
実
行
委
員

会
副
会
長
の
阿
曽
真
由
美
さ
ん
の

あ
い
さ
つ
で
式
に
入
り
、
新
成
人

を
代
表
し
、
邉
見
啓
明
さ
ん
に
成

人
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
村
長
か
ら
「
村
内
外
は
も

と
よ
り
世
界
へ
向
か
っ
て
羽
ば
た

い
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
会
長
の
佐
藤
好
浩

さ
ん
が
「
ど
ん
な
時
で
も
、両
親
、

家
族
、
恩
師
そ
し
て
仲
間
達
の
存

在
を
力
と
し
、
自
ら
の
力
で
よ
り

良
い
社
会
を
築
い
て
い
け
る
よ
う

よ
う
な
立
派
な
社
会
人
に
な
る
よ

う
努
め
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
上
映
さ

れ
、
懐
か
し
さ
に
会
場
内
は
笑
顔

と
歓
声
に
包
ま
れ
、
厳
粛
な
中
に

も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
色
鮮
や
か
な
振
り

袖
や
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
姿
の

新
成
人
で
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
、
旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
近
況
を
報
告
し
た
り
、
記
念

撮
影
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
成
人
式
は
、
新
成
人
十

名
で
編
成
さ
れ
る
「
成
人
式
実
行

委
員
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
成
人
式

実
行
委
員
会
」
は
、
昨
年
六
月
に

発
行
さ
れ
た
広
報
紙
な
ど
で
募
集

し
、
応
募
し
た
十
名
に
よ
り
運
営

さ
れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
十
名
は
、
一
生
に
一

度
の
成
人
式
を
思
い
出
に
残
る
素

晴
ら
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
、
式

典
の
内
容
や
記
念
品
、
記
念
リ
ー

フ
な
ど
を
選
定
す
る
た
め
に
何
度

も
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
当
日
の
式
典
で
は
、

受
付
や
式
の
司
会
な
ど
の
役
割
分

担
を
し
て
、
新
成
人
が
自
分
た
ち

で
作
り
あ
げ
た
成
人
式
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
式
典
に
入
る
前
に
副
会

長
の
阿
曽
真
由
美
さ
ん
か
ら
、
新

成
人
に
向
け
、
実
行
委
員
会
の
主

旨
や
こ
れ
ま
で
の
経
過
の
説
明
が

あ
り
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
素
晴
ら

し
い
成
人
式
に
し
よ
う
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

成
人
式
実
行
委
員
会

二十歳のスナップ

　

実
行
委
員
会
会
長
の
佐
藤
好
浩

さ
ん
と
副
会
長
の
阿
曽
真
由
美
さ

ん
の
お
二
人
に
式
典
終
了
後
に
感

想
を
聞
く
と
「
初
め
て
実
行
委
員

会
の
仕
事
を
し
て
み
て
、
時
間
が

無
く
て
わ
か
ら
な
い
事
が
多
か
っ

た
け
れ
ど
も
無
事
式
典
が
終
わ
っ

て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経

験
を
今
後
の
人
生
に
生
か
し
て
行

き
た
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
西
郷
村

に
つ
い
て
望
む
こ
と
を
聞
い
た
と

こ
ろ
「
若
い
人
が
も
っ
と
も
っ
と

活
躍
し
て
活
気
の
あ
る
村
に
し
て

欲
し
い
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

輝
か
し
い
人
生
で
あ
り
ま
す
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。　
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現
行
路
線
の
見
直
し

　

利
用
者
の
少
な
い
便
や
便
数
の
多
い
路
線
は
時

間
調
整
を
し
な
が
ら
減
便
、
ま
た
は
路
線
を
統

廃
合
し
、
11
路
線
を
９
路
線
に
、
57
便
を
38
便

に
減
便
す
る
。

　

ま
た
、
全
便
を
新
白
河
駅
経
由
ま
た
は
、
発

着
に
す
る
。

新
た
な
路
線
の
創
設

　

白
河
駅
を
起
点
と
し
た
放
射
状
に
延
び
る
現
在

の
路
線
に
対
し
て
、
横
の
路
線
と
し
て
、
集
落

間
や
役
場
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
大
型
商
店
・

新
白
河
駅
な
ど
を
結
ぶ
循
環
バ
ス
２
路
線
（
北

部
循
環
・
南
部
循
環
）
４
便
を
運
行
す
る
。

　

審
議
会
で
は
、
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
も
検

討
し
ま
し
た
が
、
本
村
に
は
地
理
的
条
件
に
な
じ
ま
な
い
こ

と
や
、
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
初
期
投
資
や
運
営
経
費
の

増
大
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
回
は
現
行
路
線
の
部
分
見
直

し
と
、
新
規
路
線
の
検
討
を
す
べ
き
と
の
内
容
で
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
温
泉
旅
館
等
の
送
迎
バ
ス
、
ジ
ャ
ス
コ
バ
ス
や

ヤ
ー
コ
ン
バ
ス
（
天
栄
村
の
観
光
協
会
で
運
行
し
て
い
る
バ

ス
）
の
利
用
、
本
村
の
地
理
的
条
件
を
勘
案
し
た
新
た
な
方

策
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
村
の
バ
ス
利
用
も
含
め
公
共
交
通
機

関
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る
必
要
性
、
バ
ス
料
金
の
問
題
、
今

後
の
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
方
策
の
具
現
化
に

は
課
題
が
多
く
、
提
言
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
と
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

る
こ
と
は
行
政
の
重
要
な
役
割
で
あ
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
の

意
見
を
尊
重
し
、
よ
り
良
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

期
待
す
る
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

◆
今
後
の
公
共
交
通
機
関
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◆
今
後
の
公
共
交
通
機
関
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◆
具
体
的
見
直
し
内
容

◆
具
体
的
見
直
し
内
容

　
路線名

便　数
下り

（白河駅発）
上り

（白河駅行）
真名子線 ３ ３
高助線 ３ ３
追原経由川谷線 ２ １
追原経由甲子線　　※ ２ ４
少年自然の家経由甲子線　※ ２ ０
追原経由由井ヶ原線 ２ ２
原中経由川谷線 ４ ４
太陽の国線 ２ ２
綱子線 ２ ２
台上線 ２ ２
原中経由勝負沢線　※ ５ ５

11路線 29便 28便

　　　　　　　　　※新白河駅を経由する路線

　
路線名

便　数

下り 上り

真名子線 １ ２
高助線 １ ２
追原経由川谷線 １ －
追原経由甲子線
　（少年自然の家経由を廃止） ４ ４

追原経由由井ヶ原線 ２ ２
原中経由川谷線 ４ ４
太陽の国線 １ １
台上経由綱子線
　（綱子線と台上線を統合） ２ ２

原中経由勝負沢線 ２ ３
北部循環（新規） 右回り１ 左回り１
南部循環（新規） 右回り１ 左回り１

11路線 20便 22便

《 現 在 》 《 提言内容 》

審
議
会
を
開
催

路
線
バ
ス
の
現
状

　

西
郷
村
の
生
活
路
線
バ
ス
は
、
現
在
、
11
路
線

57
便
を
運
行
し
て
お
り
、
通
勤
・
通
学
・
通
院
・

買
物
な
ど
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
公
共
交
通

と
し
て
の
役
割
は
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
自
家
用
車
の
普
及
な
ど
か
ら
利
用
者

が
急
速
に
減
少
し
、
路
線
バ
ス
を
維
持
す
る
た
め

の
村
の
負
担
金
が
毎
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
白
河
駅
を
中
心
と
し
た
生
活
圏
の
変

化
に
対
応
す
る
こ
と
や
、
公
共
施
設
な
ど
を
結
ぶ

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
新
た
に
考
え
、
便
利
で
よ

り
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
バ
ス
の
運
行
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
の
路
線

は
、
白
河
駅
を
起
点
と
し
た
放
射
状
に
延
び
る
路

線
で
、
11
路
線
の
う
ち
３
路
線
し
か
新
白
河
駅
を

経
由
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
見
直
し
の
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
住
民
代
表
や
有
識
者
で

構
成
す
る
生
活
路
線
バ
ス
等
運
行
対
策
審
議
会
を

開
催
し
、
路
線
バ
ス
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

路
線
バ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
直
し
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
バ
ス
を
有
効
活
用
す

る
た
め
に
、
三
回
に
わ
た
り
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

�����	
��
����

路
線
バ
ス
見
直
し
に
関
す
る
提
言

◆
基
本
的
見
直
し
事
項

◆
基
本
的
見
直
し
事
項

◎
利
用
の
極
端
に
少
な
い
便
は
減
便
、
ま

　

た
は
、
路
線
を
統
廃
合
す
る
。

◎
新
白
河
駅
を
中
心
と
し
た
生
活
圏
の
変

　

化
に
対
応
し
て
、
全
便
を
新
白
河
駅
経

　

由
と
す
る
。

◎
原
中
経
由
の
便
数
が
多
い
た
め
、
時
間

　

調
整
を
し
な
が
ら
減
便
を
行
う
。

◎
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
新
た
に

　

公
共
施
設
（
役
場
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
等
）、
新
白
河
駅
、
大
型
商
店
な
ど

　

を
循
環
す
る
バ
ス
、
い
わ
ゆ
る
「
横
の

　

路
線
」
を
検
討
す
る
。

◎
白
河
駅
と
新
白
河
駅
の
ど
ち
ら
を
起
点

　

に
す
る
か
は
、
今
後
も
便
ご
と
の
検
討

　

が
必
要
で
あ
る
。

◎
見
直
し
後
も
、
利
用
状
況
調
査
等
を
継

　

続
的
に
実
施
し
、
利
用
者
の
動
向
を
見

　

な
が
ら
、
軽
微
な
見
直
し
に
は
柔
軟
に

　

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

利
用
者
の
減
少
が
進
む
生
活
路
線
バ
ス

　

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
り
利
用
状
況

調
査
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
利
用
者

数
や
利
用
目
的
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に
生
活
路
線
バ
ス
等
運

行
対
策
審
議
会
に
お
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
提
言
が
ま
と
ま
り
村
長
へ
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
現
行
路
線
の
見
直
し
を
行

い
、
四
月
一
日
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
路
線
バ
ス
の
運
行
見
直
し
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課　

☎
２
５
｜
２
９
４
３

路
線
バ
ス
運
行
の
変
更
に
つ
い
て
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〜
給
与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て
〜

　

村
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て
は
、
村
議
会
に
お
け
る
給

与
条
例
、
予
算
等
の
審
議
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ら
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
給
与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
上
旬
以
降
の

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇人件費の状況

◇職員の給与の状況

■ 定員適正化目標（数・率）
　平成 17年度から 21年度までの５年間、これまでの定員管理の実績、将来
の行政需要、従来事務の現状等を勘案して総員数において 10 名（5.5％）の
減員を図る。
■ 定員適正化手法の概要
　⑴組織・機構の簡素合理化
　　　課等を統廃合し、担当制とするとともに係制を廃止し、グループ制を導入
　　することにより、社会情勢の変化や住民ニーズに的確に対応できる柔軟な組
　　織づくりを図る。
　⑵職員採用の抑制
　　　臨時職員等を活用し、退職者補充を７割程度に抑える。
　⑶民間委託
　　　施設管理業務に限らず、外部委託できるものについては積極的に委託する。
　⑷OA化の推進
　　　庁内のOA化をさらに推進し、事務の省力化、効率化を図る。
　⑸サンセット方式
　　　期限の定められた事業、一遍的な事業については事業終了時の自動的なス
　　クラップを原則とする。
　⑹職員の能力開発
　　　職員の資質向上のための研修を行い、公務能率の向上を図る。

◇定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

【表１】平成 16 年度人件費（普通会計決算）

区　 分 住民基本台帳人口
（年度末 17.3.31）

歳 出 額
（Ａ）

実質収支 人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参　考）
15 年度の人件費率

16 年度 19,306 人 75 億 2,113 万円 1億 4,465 万円 15 億 357 万円 19.99% 21.96%

（注）人件費には特別職（村長、助役、教育長、議会議員、各種委員）に支給される給料・報酬等を含みます。

【表２】一般職員給与費の状況（普通会計予算）

区　 分 職　員　数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 １人あたり給与費
（Ｂ／Ａ）給　　料 期末・勤勉手当 その他手当 計 （Ｂ）

17 年度 160 人 6億 6,128 万円 2億 7,237 万円 8,072 万円 10 億 1,437 万円 633 万円

（注）１ 給与費は平成 17 年度当初予算に計上された額です。
　　  ２ その他手当には退職手当は含みません。

【表３】職員の平均給料月額と平均年齢の状況

一 般 行 政 職
平均給料月額 平均年齢
357,700 円 45.3 歳

（注）平成 17 年４月１日現在
【表４】職員の初任給・学歴別経験年数別平均給料月額の状況

区　　　分 初  任  給 採用２年経過日
給料月額

経　　　験　　　年　　　数
10 年以上 15 年未満 15 年以上 20 年未満 20 年以上 25 年未満

一般行政職
大学卒 170,700 円 184,400 円 325,400 円 346,200 円 365,700 円
高校卒 138,800 円 148,500 円 272,900 円 321,800 円 353,300 円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものです。

【表５】一般行政職の級別職員数の状況（平成 17 年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的な職務内容 主　　事 主　　事 主　　事 主　　査
係　　長
主任主査

課長補佐
専門主査

課　　長
主　　幹

参　　事

職　　 員 　　数 0人 8人 10 人 13 人 33 人 35 人 12 人 ４人 115 人
構　　 成 　　比 0.00% 6.96% 8.70% 11.30% 28.70% 30.43% 10.43% 3.48% 100%

（注）１ 本村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　  ２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
【表６】昇給期間短縮の状況

区　　分 職員数 ( Ａ ) 普通昇給期間を短縮して昇給した職員数 ( Ｂ ) 比率 ( Ｂ／Ａ )
一般行政職 115 人 7人 6.09%

（注）職員には年１回の昇給（普通昇給）や、勤務成績が特に良好な場合、さらに上の号給に昇給させる特別昇給（昇給期間短縮）
　の制度があります。

【表８】特別職の報酬等の状況　　　　　　　   　　　　　　　    　　　　（平成 17 年４月１日現在）

区　分 給料月額等 期　末　手　当
村 長
助 役
収 入 役
教 育 長

給

料

788,000 円　
609,000 円　
571,000 円　
556,000 円　

6月期　　 
12 月期　　

　

計　　　

1.60 月分
1.70 月分

3.30 月分
議 長
副 議 長
議 員

報

酬

330,000 円　
264,000 円　
240,000 円　

【表７】職員手当の状況　　　　　                                          　　   　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 17年 4月１日現在）

区分 本       村 国
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

国に同じ

                   
     　　   　　　　　　     　    期末手当　　　　勤勉手当
　　　　　　６月期　　　　1.40 月分　　　　0.70 月分
　　　　　   12 月期　　　　1.60 月分　　　　0.70 月分
　　　　　　　計　　　　　3.00 月分　　　　1.40 月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有り

退

職

手

当

( 支給率 )

国に同じ

勧奨退職時特別昇給 1 号

 ( 支給率 )                          
　　　　　　　　　  
　　　　勤続 20 年
　　　　勤続 25 年
　　　　勤続 35 年
　　　　最高限度額

　自己都合
21.00 月分　　　
33.75 月分　　　
47.50 月分　　　
59.28 月分　　　

勧奨・定年
27.30 月分　　　　　　　　　　
42.12 月分　　　　　　　　　　
59.28 月分　　　　　　　　　　
59.28 月分　　　　　　　　　　

　　　　その他の加算措置                
　　　　　( 定年前早期退職特例措置 2～ 20%加算 )
　　　　　

特
殊
勤
務
手
当

区　　　　　　　　　分 全　　　　職　　　　種
職 員 全 体 に 占 め る 手 当 支 給 職 員 の 割 合 1.69%
支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 額 3,567 円
手 　 　 当 　 　 の 　 　 種 　 　 類 　 　（ 手 当 数 ） 6種類

代 表 的 な 手 当 の 名 称
支 給 額 の 多 い 手 当 ・除雪車両運転業務従事職員の手当・用地交渉業務従事職員の手当
多 く の 職 員 に 支 給  
さ れ て い る 手 当

・除雪車両運転業務従事職員の手当
・用地交渉業務従事職員の手当

時
間
外
勤
務
手
当

平成 15 年度
支給総額 23,763 千円　　　　　　　　　　　　　　　　

職員１人当たり支給年額 134 千円　　　　　　　　　　　　　　　　

平成 16 年度
支給総額 26,012 千円　　　　　　　　　　　　　　　　

職員１人当たり支給年額 142 千円　　　　　　　　　　　　　　　　

【表９】定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　（平成 17年４月１日現在）

区　　　分 平成 16 年
計画前年

平成 17 年
１年目

平成 18 年
～２1年計 主な増減理由

一 般 行 政

増　員 9 13

新採用による 2名増、部門間異動による 7名増
退職による 4名減、部門間異動による 5名減

減　員 9 19
差　引 0 △  6
職員数 122 122 116

特 別 行 政

増　員 1 6

部門間異動による 1名増
退職による 1名減、部門間異動による 2名減

減　員 3 5
差　引 △ 2 1
職員数 37 35 36

公 営 企 業 等
会 計

増　員 0 4
減　員 1 6
差　引 △  1 △ 2
職員数 23 22 20

計

増　員 10 23
減　員 13 30
差　引 △ 3 △  7
職員数 182 179 172

 （注）「特別行政」には、教育委員会の職員が該当します。
 （注）「公営企業会計」には、水道、下水道、農業集落排水、国民健康保険、介護保険、介護サービスの各事業の職員が該当します。

区分 支　　給　　要　　件 手　　当　　額　（月額）

扶
養
手
当

次に掲げる人で他に生計の途がなく、主としてその職員の扶養を受けて
いる人
◆配偶者
◆満 22 歳の年度末までの子、孫
◆満 22 歳の年度末までの弟、妹
◆ 60 歳以上の父母、祖父母
◆重度心身障がい者

◆配偶者
◆扶養親族でない配偶者を有する場合の 1人目の扶養親族
◆扶養親族である配偶者を有する場合の１人目の扶養親族
◆配偶者のない職員の扶養親族のうち１人
◆２人目の扶養親族
◆その他の１人
◆満 16 歳の年度初めから満 22 歳の年度末までの子
　　（1人につき加算）

13,500 円
6,500 円
6,000 円
11,000 円
6,000 円
5,000 円

5,000 円
住
居
手
当

◆住宅を借り受け、月額 9,500 円を超える家賃を支払っている職員
　　　　　　　　　　　　　（借家）
◆自宅を所有している職員　（自宅）

◆借家

◆自宅
　ただし、取得後５年に限り

100 円～ 27,000 円

2,500 円
3,500 円

通
勤
手
当

通勤距離が 2㎞以上になる職員で交通機関を利用し、あるいは交通用
具を使用している職員

2,200 円～ 51,000 円
（51,000 円を超える額については、その額と 51,000 円との差額の 2分の 1を加算した額）
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荒
谷
幸
作
氏
を
再
度
委
員
に
任
命

す
る
た
め
同
意
し
た
も
の
で
す
。

▽
西
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
同
意
）

　

鈴
木
通
久
氏
の
後
任
に
、
武
井

保
氏
を
選
任
す
る
た
め
同
意
し
た

も
の
で
す
。

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
（
可
決
）

　

田
邊
敏
捷
氏
を
、
再
度
委
員
候

補
者
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
に
可

決
し
た
も
の
で
す
。

補
正
予
算

　

今
回
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
は

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
別

表
（
１
・
２
）
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

○
平
成
十
八
年
一
月
一
日
現
在
、
村

内
に
居
住
し
て
い
て
平
成
十
七
年

中
に
所
得
が
あ
っ
た
方

○
農
業
、
営
業
、
不
動
産
、
そ
の
他

事
業
所
得
の
あ
っ
た
方

※
申
告
は
、
収
支
計
算
に
よ
る
申
告

が
原
則
で
す
。
収
入
金
額
、
必
要

経
費
を
各
項
目
ご
と
に
算
出
し
、

所
得
金
額
を
自
分
で
計
算
し
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
農
業
所

得
の
申
告
に
つ
い
て
も
、
収
支
計

算
に
よ
る
自
主
申
告
と
な
り
ま

す
の
で
「
農
業
所
得
計
算
ノ
ー

○
介
護
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
方

（
六
十
五
歳
以
上
）
と
そ
の
世
帯

主
の
方
は
収
入
が
な
く
て
も
申
告

が
必
要
で
す
。（
保
険
料
の
段
階

確
定
の
た
め
）

　

申
告
相
談
の
案
内
ハ
ガ
キ
が
送
付

さ
れ
な
い
方
で
も
前
述
に
該
当
す
る

方
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

に
提
出
さ
れ
た
方
は
、
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
税
務
署
か

ら
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
場
合
は
、

申
告
の
必
要
な
方

○
案
内
ハ
ガ
キ
、
印
鑑
、
申
告
者
の

預
金
通
帳
及
び
通
帳
印
、
源
泉
徴

収
票
、
恩
給
や
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、
営
業
所
得
等
の
あ
る
方
は
帳

簿
、
収
支
計
算
書
、
収
入
・
支
出

の
証
明
で
き
る
書
類

○
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
個

人
年
金
保
険
料
、
医
療
費
（
医

療
費
の
助
成
や
保
険
金
の
支
給
を

受
け
た
方
は
、
そ
の
決
定
通
知
書

等
）、
国
民
年
金
保
険
料
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど

の
支
払
証
明
書
、
又
は
領
収
書

○
農
業
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
農
産

物
の
販
売
明
細
、
そ
の
他
農
業
に

関
係
す
る
収
入
明
細
及
び
経
費
明

細
を
記
入
し
た
収
支
内
訳
書

※
収
支
内
訳
書
を
記
入
し
な
い
と
申

告
の
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
又
は
、

扶
養
控
除
を
受
け
る
方
は
身
体
障

が
い
者
手
帳
等
、
要
介
護
等
認
定
者

は
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書

申
告
に
持
参
す
る
主
な
も
の

■問合せ　税務課 賦課係　☎ 25-1113（内線 252・253）

月　日 申告相談業種 会場及び時間

２ 月 10 日 ～ 16 日
年金受給者及び一般の雑所得の
ある方 役場庁舎前

プレハブ会議室
（第一会議室）

受付時間
午前９時～ 11 時
午後１時～３時

（ただし、土日祝
日を除く）

２月17日～３月6日 農業所得のある方

３ 月 7 日 ～ ８ 日
給与所得のある方、平成 16 年
中に転入した方、その他所得（譲
渡、一時、配当等）のある方

３ 月 ９ 日 ～ 10 日 営業所得のある方

３ 月 13 日 ～ 15 日
不動産所得のある方、その他の
事業所得のある方

○申告相談の日時と場所は、個人宛に通知します

が、都合により指定された日時に来られない方

や個人通知されない方で申告相談を受ける方

は、下記日程表のうち、都合のよい日にお越し

ください。（なお、都合により、控室が変更に

なる場合があります。）

申告相談の日時と場所
税法（地方税法・所得税法）の改正により、今まで
非課税だった人が課税になる場合が出てきたり、所
得税の確定申告が必要になる場合があり、特に 65
歳以上の方はご注意願います。
①定率減税の縮小
　算出税額の 15％（上限４万円）を割り引かれて
きましたが、算出税額の 7.5％（上限２万円）に半
減されます。
②老年者の非課税規定の廃止について
　１月１日現在 65 歳以上で、前年の所得が 125
万円以下の方について、住民税が非課税でしたが、
改正により新たに課税となる場合も出てきます。
　（経過措置　18 年度･･･税額の３分の２を軽減
　　　　　　  19 年度･･･税額の３分の１を軽減）
③65歳以上の方の公的年金控除が見直されました。
④生計同一の妻に対する均等割が全額課税となりま
す。
平成 17 年度課税分から生計同一の妻に対する均等
割非課税措置が廃止され、平成 17 年度は本来の２
分の１で課税されていましたが、平成 18 年度以降
は本来の額で課税されます。
⑤均等割について
県森林環境税（1,000 円）が新たに加算され、合計
5,000 円となります。

ト
」
に
記
入
の
上
、
ご
持
参
願
い

ま
す
。

○
給
与
収
入
だ
け
の
方
で
年
の
途
中

で
退
職
し
た
り
、
パ
ー
ト
等
で
給

与
収
入
の
あ
っ
た
方
、
ま
た
は
、

会
社
等
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の

出
て
い
な
い
方
（
会
社
等
か
ら
村

に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
方
は
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
、
又
は
、
加
入
す
る
予
定
の
あ

る
方
（
収
入
が
無
く
て
も
申
告
が

必
要
で
す
。
申
告
を
し
な
い
と
無

収
入
で
あ
っ
て
も
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
）

西郷村の申告相談期間は

２月 10 日㈮～３月 15 日㈬

平成18 年度住民税関係の主な改正事項

税
務
署
で
の
申
告
に
な
り
ま
す
。（
税

務
署
の
申
告
書
は
、
自
分
で
書
い
て
、

郵
送
で
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
告
も
で
き
ま

す
。）

し
、
本
会
議
に
お
い
て
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

＝
陳　
　

情
＝

▽
公
益
的
機
能
を
有
す
る
森
林
整

備
に
向
け
た
具
体
的
施
策
の
実
施

を
求
め
る
陳
情
（
採
択
）

▽
木
材
の
供
給
及
び
地
域
材
の
利

用
拡
大
を
求
め
る
陳
情
（
採
択
）

議
員
提
出
議
案

▽
公
益
的
機
能
を
有
す
る
森
林
整

備
に
向
け
た
具
体
的
施
策
の
実
施

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
（
可
決
）

▽
木
材
の
供
給
及
び
地
域
材
の
利

用
拡
大
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
（
可
決
）

※
こ
れ
ら
の
可
決
さ
れ
た
意
見
書

は
、
関
係
省
庁
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

請
願
・
陳
情

▽
第
四
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

陳
情
は
二
件
で
し
た
。
各
所
管
の

常
任
委
員
会
が
付
託
を
受
け
審
査

第
四
回
定
例
会

村
長
提
出
議
案

▽
西
郷
村
公
の
施
設
に
お
け
る
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関

す
る
条
例
（
可
決
）

　

指
定
管
理
者
に
公
の
施
設
を
管

理
委
託
す
る
際
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
基
本
的
事
項
を
定
め
る
も
の

で
す
。

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
可
決
）

　

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
委
員

の
報
酬
額
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

　
　▽
西
郷
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
（
同
意
）

　

平
成
十
七
年
第
四
回
定
例
会
（
十
二
月
九
日
か
ら
十
六
日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
条
例
の
改
正
や
平
成
十
七
年
度
補
正
予
算
な
ど
村
長
提
出
の
議
案

十
二
議
案
、
諮
問
一
件
、
専
決
処
分
に
つ
い
て
の
報
告
四
件
と
、
議
員
提
出
の
議
案

二
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●一般会計

●（別表２）公営企業会計

会　計 補正額 総　額

一 般 会 計 84,300 千円 6,269,047 千円

老 人 保 健 特 別 会 計 4,144 千円 1,393,534 千円

公共下水道事業特別会計 △ 64,893 千円 988,153 千円

農業集落排水事業特別会計 △ 853 千円 189,180 千円

介護保険事業特別会計 30千円 772,459 千円

介護サービス事業特別会計 △ 11,152 千円 125,961 千円

区　分  補正額 総　額

水道事業会計 収益的
収入 11,367 千円 335,451 千円

支出 11,367 千円 335,451 千円

工業用水道事業会計 収益的
収入 29千円 307,216 千円

支出 29千円 307,216 千円

●（別表１）一般会計・特別会計
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　文化活動推進事業の一環として日本の伝統文

化に触れてもらおうと、講談師の神田香織さん

を迎えて「講談鑑賞会」が文化センターで行わ

れました。

　講談は、神田香織さんの代表作である「はだ

しのゲン」が披露され、原爆被害を生き抜いた

ゲンの体験を迫力ある語り口で、約 200 人の

聴衆が熱心に聞き入っていました。

　親子料理教室が、村保健福祉センターで行わ

れ 15 名の川谷小学校の親子が参加しました。

料理したメニューは、野菜たっぷりのすいとん

や子どもに人気のあるカボチャのケーキ等の４

品を作りました。

　参加した児童は、包丁の使い方をお母さんに

教わりながら大根やジャガイモなどの皮をむい

たり一緒に調理をし、料理の大変さやお母さん

の手際の良さを改めて実感していました。

　村民約 250 人が参加して、村民新年会がグラ

ンディ那須白河で開かれました。佐藤村長が「健

康で活力ある村づくりに一層努力したい」と年頭

のあいさつを行い、来賓祝辞に続いて、威勢のい

い鏡開きと乾杯で新年を祝いました。祝謡などの

アトラクションも行われ、和やかな雰囲気に包ま

れ、今年の村の一層の発展を願いながら新年を祝

い合い、親睦を深めました。

   村消防団の出初め式が、雪が降り積もった熊倉

小学校校庭で行われました。約 250 名の団員を

前に統監の佐藤村長が「今年も安全安心の村づく

りを推進しよう」と訓示しました。

　また、徳田進団長から「消防団は、火災に限ら

ず災害からも地域を守るために活動をお願いしま

す」とあいさつがありました。通常点検、車両点

検の検閲を行い、地域の安全を守る消防人として

の心意気の高さを示しました。

　村立みずほ保育園、まきば保育園では、小正月の行事である
「だんごさし」を行いました。園長先生からだんごさしの由来
を聞いた後、今年１年の幸せをお祈りしながら、赤白のだんご
や鯛や酒樽を木に刺して飾り付けをしました。
　また、まきば保育園では、老人クラブの方々に手ほどきを受
けながら、一緒に小正月の伝統行事を楽しみました。

　文化活動の一環として行われている音楽の祭典
「第 2回音楽鑑賞会」が文化センターで開催されま
した。村内の小中学校の他、コーラスグループや白
河市、郡山市の小中学校も招待され、日ごろの練習
を重ねた合唱を披露しました。
　大勢の聴衆が見守るステージで、最後に参加者全
員で村の豊かな自然などを歌った「源流の里」など
を合唱しました。
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　私達は、毎日の生活の中でたくさんの化学物質を利用し
ています。化学物質には、便利な性質もあるけれど、どん
なものでも多かれ少なかれ、人間や動植物に有害な性質を
持っています。しかし、正しい使い方をすれば環境リスク
を減らすことができます。
排出ガス
　量をできるだけ少なくするために、公共の乗り物や自転
車を利用しましょう。また、低公害車を利用する、相乗り
をする、急発進、急加速をしないなども効果があります。
洗剤
　洗濯には、洗いたいものの量と汚れの程度にあった正し
い量の洗剤を使いましょう。
殺虫剤
　使用量を最小限にして、使った後は空気を入れ換えまし
ょう。
塗料
　ペンキを塗るときには、窓を開けたり換気扇を回すなど
空気の入れ換えをして、においをあまり吸い込まないよう
に注意しましょう。

　

最
近
、
歩
幅
が
狭
く
な
っ
た
と
感
じ
た
り
、
足

が
思
う
よ
う
に
上
が
ら
ず
、
う
っ
か
り
つ
ま
ず
い

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
ら
は
、
脚
を
持
ち
上
げ
て
前
に
出
す
筋
肉
が

衰
え
た
こ
と
に
よ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
そ
の
筋
肉
を
無
理
な
く
鍛

え
、
転
倒
し
に
く
い
歩
き
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

シリーズ⑩─

「
古
峯
神
社
」（
熊
倉
）

第
17
回

「転倒予防にもなる
　　　　ウォーキング」

　

高
齢
者
が
転
び
や
す
い
理
由

は
、
ず
ば
り
、
筋
肉
の
衰
え
に
あ

り
ま
す
。
つ
ま
先
が
上
が
ら
な
い

の
で
、
少
し
の
段
差
で
も
つ
ま
ず

い
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
生
涯
現
役
の
時

代
で
す
。
日
々
、
目
が
覚
め
る
ご

と
に
若
さ
が
よ
み
が
え
る
よ
う
に

筋
力
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

筋
肉
は
、
う
れ
し
い
こ
と
に

「
年
齢
」
に
は
関
係
な
く
、
使
え

ば
強
く
な
り
、
使
わ
な
け
れ
ば
衰

え
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
は
、
し
っ
か
り
太

も
も
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
「
大
腰

筋
」
を
強
め
ま
す
。「
大
腰
筋
」

が
衰
え
る
と
転
び
や
す
く
な
り
、

歩
き
が
遅
く
、
長
く
座
る
と
何

か
に
も
た
れ
た
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

転
倒
予
防
の
た
め
の
歩
き
方

　

西
郷
第
一
中
学
校
の
西
側
に
小
高
い
山
が
あ
り
ま
す
。
火

打
山
と
呼
ば
れ
、
そ
の
麓
に
社
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
古
峯
神
社
で
す
。
地
元
の
方
の
話
に
よ
れ
ば
、
以
前
は

火
打
山
の
中
腹
に
社
が
建
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
大
風
に

よ
り
飛
ば
さ
れ
、
現
在
の
所
に
建
て
直
し
た
そ
う
で
す
。
残

念
な
が
ら
本
社
は
『
白
河
風
土
記
』、『
西
白
河
郡
誌
』
等

の
書
物
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
神
社
の
敷
地
に

建
て
ら
れ
て
い
る
石
造
物
か
ら
由
緒
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
社
の
近
く
に
あ
る
燈
籠
や
狛
犬
は
昭
和
十
三
・
十
四
年

の
も
の
で
す
が
、
火
打
山
中
腹
に
あ
る
燈
籠
は
明
治
二
十
年

(

一
八
八
七)

と
明
治
二
十
四
年
に
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
ま
た
鳥
居
も
明
治
二
十
四
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
明
治
二
十
年
前
後
に
は
古
峯
神
社
が
火
打
山
の
中
腹
に

あ
り
、
昭
和
初
期
に
現
在
の
場
所
に
建
て
直
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
火
打
山
の
頂
上
に
は
「
奉
祭
古
峯
神

社
日
本
武
命
」
と
刻
ま
れ
た
明
治
四
年
の
石
碑
が
あ
り
、
明

治
の
初
め
に
は
創
建
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

古
峯
神
社
は
栃
木
県
鹿
沼
市
に
あ
る
神
社
で
火
災
や
盗
難

の
防
除
を
は
じ
め
農
作
、
開
運
、
安
全
等
の
招
福
を
祈
る
神

社
で
、
全
村
に
代
参
講
と
い
う
村
を
代
表
し
て
二
、三
名
が

　
「
大
腰
筋
」
を
鍛
え
る
と
立
っ
て

い
る
状
態
で
も
靴
下
が
楽
に
履
く

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
歩
き
方
も
注
意
し
て
歩
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

普
段
の
歩
き
方
の
コ
ツ

　
　

つ
ま
先
を
上
げ
カ
カ
ト
か
ら
着

地
し
膝
を
伸
ば
し
ま
す
。

雪
道
の
歩
き
方
の
コ
ツ

　
　

滑
ら
な
い
よ
う
に
、
足
を
地
面

に
垂
直
に
近
い
角
度
で
お
ろ
し
、

垂
直
に
近
い
角
度
で
引
き
上
げ
ま

す
。
歩
幅
は
少
し
狭
く
、
重
心
は

足
裏
の
中
心
に
し
ま
す
。

「
立
ち
姿
勢
で
靴
下
が
履
け
る
」

に
、
ま
た
地
域
の
大
人
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
も
ら
お
う
と
ポ

ス
タ
ー
の
制
作
し
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
が
不

審
者
に
出
会
っ
た
時
の
対
処
法
や
、
地
域
の
方
々
に
子
ど
も
の
安
全

確
保
や
、
不
審
者
を
見
か
け
た
場
合
の
警
察
へ
の
通
報
を
お
願
い
し

「かしこく使おう、化学物質」

子どもを地域全体で
　　　　　　　守るために

　

西
郷
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で
は
、

「
２
０
０
５
緊
急
ア
ピ
ー
ル
た
す
け
て
！
子
ど
も

た
ち
」
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
各
商
店
や
通
学
路

に
掲
示
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
子
ど
も
を
ね
ら
っ
た
犯
罪
が
多
い
中
、

連
絡
協
議
会
で
は
、
村
内
の
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
子
ど
も
た
ち
に
も
自
分
自
身
を
守
る
よ
う

た
も
の
で
、
村
内
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
へ
配
布
し
た
ほ
か
各

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
通
学
路
や
商

店
な
ど
に
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を

依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

熊
倉
小
学
校
の
山
本
校
長

先
生
は
、「
学
校
・
保
護
者
ば

か
り
で
な
く
地
域
で
子
ど
も
を

守
り
、
子
ど
も
が
の
び
の
び
と

成
長
で
き
る
西
郷
村
を
作
り
ま

し
ょ
う
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

化学物質の環境リスクを減らす方法の例

１．表示をよく読み、使用上の注意を守って　

　正しく使う。

２．無駄を省いて必要な量だけ使うようにする。

３．部屋の中で使う時は、空気の入れ換えをす

　るなど、体にとりこむ量をできるだけ減らす

　ようにする。

お
札
を
も
ら
い
に
行
き
、
村
民
に
配
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
前
述
の
燈
籠
を
建
て
る
た

め
に
村
内
各
地
の
方
が
寄
附
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

火
打
山
と
い
う
名
前
は
、
火
打
ち
石
が
と
れ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
火
伏
せ
（
火

災
防
御
）
の
神
様
で
あ
る
古
峯
神
社
が
火
打
山
に
祀
ら
れ
た
の
と
関
連
性
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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人
権
擁
護
委
員

　

総
務
省
で
は
、
西
郷
村
を
担
当
す
る
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、
平
成
18
年
１
月
１

日
付
で
次
の
方
を
再
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

・
人
権
擁
護
委
員　
　
　

 

地　
　

   

枝

　

住
所　

西
郷
村
大
字
米
字
上
畑
60―

１

　

☎
２
５
｜
１
１
５
９

・
人
権
擁
護
委
員　

 

松 

田 

ハ 

ル 

ヨ

　

住
所　

西
郷
村
大
字
真
船
字
小
萱
55

　

☎
２
５
｜
１
７
２
４

※
人
権
擁
護
委
員
は
い
つ
で
も
自
宅
で
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
住
民
係
）

「
白
河
市
・
西
郷
村
サ
イ
ン
統
一

計
画
」
推
進
セ
ミ
ナ
ー

　

地
域
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
し
景
観
の
重
要

な
要
素
で
あ
る
サ
イ
ン
に
つ
い
て
、
西
郷

村
と
協
同
で
地
域
内
の
サ
イ
ン
を
統
一
的

な
意
匠
に
よ
っ
て
整
備
し
、
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
の
基
盤
と

な
る
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
「
白
河
市
・
西
郷
村
サ
イ

ン
統
一
計
画
書
」
を
平
成
17
年
３
月
に
策

定
し
、
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
イ
ン
統
一
計
画
の
普
及
と
啓
発

を
目
的
に
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

●
日
時　

２
月
16
日
㈭　

13
時
30
分

●
場
所　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

　

２
階　
「
富
士
の
間
」

●
内
容　

　

①
尾
登
誠
一
（
お
の
ぼ
り
せ
い
い
ち
）

　
　

東
京
藝
術
大
学
教
授
に
よ
る
基
調
講
演

　
　

演
題
「
色
彩
楽
の
す
す
め
」

　

②
白
河
市
・
西
郷
村
サ
イ
ン
統
一
計
画

　
　

実
行
委
員
会
に
よ
る
計
画
概
要
説
明

●
入
場
料　

無
料

■
問
合
せ　

白
河
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　

☎
２
２
｜
１
１
１
１
（
内
線
２
２
８
３
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
あ
な
た

の
能
力
を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

㈳
白
河
・
西
郷
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
約
600
名
の
会
員
が
就
業
し

て
お
り
ま
す
。

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
が
長
年
培

っ
た
知
識
、
経
験
、
技
能
を
生
か
し
、
生

き
が
い
を
得
る
と
と
も
に
地
域
社
会
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

●歯科医　休日当番日
  2. 5 泉 崎 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2945
  2.11 酒 井 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-2303
  2.12 た ま ち 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-4889
  2.19 佐 久 間 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-3118
  2.26 佐 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1184

●今月の納税

固 定 資 産 税（４　期）
国民健康保険税（８　期）
介 護 保 険 料（８　期）

2 月 28 日（火）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

　

し
か
し
な
が
ら
、
活
動
内
容
に
よ
っ

て
は
低
空
飛
行
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ

り
、
騒
音
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
安
全
、

安
心
な
街
づ
く
り
の
た
め
県
警
ヘ
リ
に
よ

る
警
察
活
動
へ
の
ご
理
解
を
戴
き
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課（
生
活
安
全
係
）

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従

事
し
て
い
た
労
働
者
の
方
へ

　

原
発
性
肺
ガ
ン
、
中
皮
腫
等
を
発
症
し

て
お
り
、
そ
れ
が
業
務
に
よ
り
石
綿
に
さ

ら
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、
労
災
補
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
発
症

ま
で
の
期
間
が
、
非
常
に
長
く
、
原
発
性

肺
が
ん
で
15
年
〜
40
年
、
中
皮
腫
で
20
年

〜
50
年
と
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
因
果
関

係
（
石
綿
を
す
っ
た
場
所
）
が
は
っ
き
り

し
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
労

働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
、
必
要
な
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

白
河
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
２
４
｜
１
３
９
１

自
動
車
の
登
録
手
続

　

例
年
、
年
度
末
（
３
月
）
は
自
動
車
の

検
査
・
登
録
手
続
が
急
増
し
、
処
理
の
遅

延
や
駐
車
場
・
待
合
室
の
混
雑
な
ど
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　

登
録
自
動
車
及
び
小
型
二
輪
車
の
「
廃

車
」、「
名
義
変
更
」、「
住
所
変
更
」
等
の

手
続
き
（
申
請
）
は
、
で
き
る
だ
け
お
早

め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

国
土
交
通
省

　

○
福
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

　

☎
０
２
４
｜
５
４
６
｜
０
３
４
１

　
　
（
１
月
31
日
ま
で
）

　
　

０
５
０
｜
５
５
４
０
｜
２
０
１
５

　
　
（
２
月
１
日
か
ら
）

　

○
い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

☎
０
２
４
６
｜
２
７
｜
６
１
５
１

　
　

０
５
０
｜
５
５
４
０
｜
２
０
１
６

　
　
（
２
月
１
日
か
ら
）

　
無
料
相
談
所

●
日
時　

２
月
23
日
㈭（
税
理
士
記
念
日
）

　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

白
河
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容　

確
定
申
告
に
関
す
る
事
、

　

消
費
税
改
正
に
関
す
る
事
、
財
産
の
贈

　

与
、
相
続
、
そ
の
他
税
に
関
す
る
事

※
東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
所
属
の
税
理

　

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
合
せ　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部

　

☎
２
２
｜
５
４
６
１

第
２
回
法
務
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

●
日
時　

２
月
５
日
㈰　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

●
内
容　

不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
・

　

お
お
む
ね
60
才
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
入
会
出
来
ま
す
。

　

入
会
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

㈳
白
河
・
西
郷
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

白
河
事
務
所　

☎
２
２
｜
９
１
２
８

　

西
郷
支
所　
　

☎
２
５
｜
５
１
２
８

県
警
ヘ
リ
か
ら
の
お
願
い

　

県
警
ヘ
リ
は
、
災
害
救
助
、
山
岳
遭

難
救
助
等
の
他
、
パ
ト
カ
ー
や
捜
査
員
等

と
連
携
し
て
逃
走
す
る
犯
人
や
車
両
の
検

索
、
追
跡
、
検
挙
活
動
を
行
っ
た
り
、
交

通
事
故
や
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
等
に
よ
る
交
通

渋
滞
時
の
情
報
収
集
活
動
、
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
方
の
捜
索
な
ど
、
幅
広
い
警

察
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
普
段
か
ら
県
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
、
県
内
各
地
を

く
ま
な
く
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、
市
街

地
や
皆
さ
ん
の
住
宅
の
上
空
を
飛
行
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
飛
行
中
大
き
な
音

が
発
生
す
る
た
め
、
騒
音
に
よ
る
皆
さ
ん

へ
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
、
充
分
配
意

し
活
動
し
て
い
ま
す
。

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  2. 5 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
  2.11 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  2.12 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
  2.19 岡�小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
  2.26 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551

●内科医　休日当番日（白河地区）
  2. 5 つかはら内科クリニック（白河市）☎ 24-1011
  2.11 ニ ューロクリニック（西郷村）☎ 24-4111
  2.12 野村貫成堂クリニック（白河市）☎ 23-3071
  2.19 穂 積 医 院（白河市）☎ 22-5101
  2.26 宇都宮クリニック（白河市）☎ 31-1570

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（生活安全） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

（地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

芳

※県警ヘリ活動状況
平成17年（10月末）平成 16年（10月末） 前 年 対 比
回数 件数 回数 件数 回数 件数

山岳・水難救助 27 21 40 30 -13 - ９
行方不明者捜索 35 28 24 14 11 14
磐梯山・原発警戒等 132 132 96 96 36 36
山林火災等 20 18 15 14 ５ ４
災害警備等 14 ８ ５ ５ ９ ３
産廃関係 18 18 23 23 - ５ - ５
捜査関係 93 88 78 74 15 14
交通関係 13 11 ２ ２ 11 ９
警衛警護 36 29 ７ ５ 29 24
警ら 103 － 79 － 24 －
応援派遣 ０ ０ 14 ２ -14 - ２
その他 18 13 ８ ５ 10 ８

計 509 366 391 270 118 96
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●
モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る
こ
と

　

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

　
　

査
（
年
２
回
実
施
予
定
）
へ
の
回
答

　
　
（
モ
ニ
タ
ー
全
員
）

　

②
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

　
　

の
出
席

　
　
（
別
途
出
席
を
お
願
い
す
る
方
の
み
）

●
委
託
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３

　

月
31
日
ま
で
の
１
年
間

●
募
集
人
員　

東
北
管
内
で
120
名

　

※
詳
し
い
内
容
、
応
募
方
法
に
つ
い
て

　
　

は
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
締
切　

２
月
20
日
㈪

■
問
合
せ
・
応
募
先　

　

〒
９
８
０
｜
８
７
９
５

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
｜
２
│
23

　

東
北
総
合
通
信
局　

電
気
通
信
事
業
課

　

☎
０
２
２
｜
２
２
１
｜
０
６
２
８　

　

℻
０
２
２
｜
２
２
１
｜
０
６
１
３

　

土
地
の
境
界
問
題
・
遺
産
相
続
、
戸
籍
・

　

国
籍
、
夫
婦
・
家
庭
内
問
題
、
お
年
寄

　

り
・
子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ
め
・
体
罰

　

問
題
、
障
が
い
者
差
別
問
題
な
ど
に
つ

　

い
て

　

※
電
話
相
談
も
併
せ
て
お
受
け
し
ま
す
。

　

☎
０
２
４
｜
５
３
４
｜
２
０
２
１

　
　

０
２
４
｜
５
３
６
｜
１
１
５
５

　
　

０
２
４
｜
５
３
６
｜
１
１
７
４

　

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

　

☎
２
２
｜
１
２
０
１

生
命
の
貯
蓄
体
操

リ
ー
ダ
ー
研
修
生
募
集

　

生
命
（
い
の
ち
）
の
貯
蓄
体
操
と
は
、

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
日
本
式
気
功

養
生
術
で
す
。
今
後
こ
の
体
操
を
西
郷
村

の
健
康
づ
く
り
事
業
と
し
て
普
及
す
る
に

あ
た
り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
頂

け
る
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

●
日
時

　

・
第
1
回　

２
月
13
日
㈪

　

・
第
2
回　

２
月
20
日
㈪

　

※
両
日
と
も
に
10
時
〜
16
時

●
場
所　

西
郷
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

生
命
の
貯
蓄
体
操
普
及
会

　

助
教
授　

坂
井
幸
子
氏

●
募
集
人
数　

30
名

●
募
集
条
件　

二
日
間
の
研
修
が
受
講
で

　

き
る
方
、
研
修
終
了
後
普
及
活
動
に
協

　

力
出
来
る
方

●
申
込
締
切　

２
月
８
日
㈬

■
問
合
せ
・
申
込
み　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

　

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

を
安
心
・
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
情
報
通
信

行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
幅
広
く
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
今
後
の
情
報
通
信
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ

　

る
満
20
歳
以
上
の
方
で
、「
モ
ニ
タ
ー

　

に
お
願
い
す
る
こ
と
」
に
ご
協
力
い
た

　

だ
け
る
方
。

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
芳
賀
信
義
さ
ん　
　
　
　
【
小
田
倉
】

　
（
12
月
14
日
、
歯
科
事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ

　

ン
グ
指
導
用
の
た
め
に
）

　

歯
ブ
ラ
シ                   

一
、四
〇
〇
本

�「貸します詐欺」にご注意ください
　最近、大手金融機関などを装って、「お金を貸します」といっ

た内容の偽者ＤＭ（ダイレクトメール）や携帯メール等を送りつ

けて、保証金や保険金名目でお金を騙し取る新手の手口が急増し

ています。

このような詐欺行為を「貸します詐欺」といいます。被害に
あわないよう十分ご注意ください。

�「騙
だま

されないための心構え三か条」
（第一のポイント）
■取引関係のないところから突然送られてくる、「お金貸します」

とのダイレクトメール（ＤＭ）・携帯メール等に注意。

（低金利で、しかも高額を貸し付けるかのような広告に注意）

（第二のポイント）
■融資をする前に、様々な口実でお金を振り込まそうとする手口に

注意。（保証金、保険料などの名目で必ずお金を要求してきます）

（第三のポイント）
■「貸します詐欺」かもしれないと感じたら、以下に問い合わせ。

「貸します詐欺」被害ホットライン
０３－５３２０－４７７５（東京都貸金業対策課）

平日：９時～ 12 時、13 時～ 16 時 30 分
※夜間・休日は、留守番電話の「受付ダイヤル」になります。
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日 月 火 水 木 金 土
1
村立西郷幼稚園
1 日 入 園（10:00
村立西郷幼稚園）

2
子育て講座（12:40
保健福祉センター）
BCG 予 防 接 種
（13:00 保健福祉セ
ンター）
英会話教室（19:00
文化センター）

33 4

5
屋内健康ウォーキ
ン グ 教 室（10:00
保健福祉センター）

66666 7
まきば保育園新入
園児説明会（9:00
まきば保育園）
プ レ マ マ 教 室
（10:00 保健福祉セ
ンター）

8
みずほ保育園入園
説明会（9:30 みず
ほ保育園）

9
6 ～ 7 ヵ月児健康
相談（9:30 保健福
祉センター）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
英会話教室（19:00
文化センター）

10
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

11建国記念日

12
心の教育講演会
（13:20文化センター）

13
生命の貯蓄体操
リーダー研修会
（10:00 保健福祉セ
ンター）

14
個 別 健 康 教 育
（7:30 保健福祉セ
ンター）
西郷村体育協会
表彰式（18:30 文
化センター）

15
3 才 児 健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）

16
献血（10:00 文化
センター）
英会話教室（19:00
文化センター）

17
冬山遭難救助訓練
（8:00 那須甲子少
年自然の家）
台湾ウルルン研修
紀行（～19日台湾）

18

19
第 33 回村民スキー・
スノーボード大会
（9:00 グランディ羽
鳥湖スキーリゾート）
屋内健康ウォーキ
ン グ 教 室（10:00
保健福祉センター）

20
生命の貯蓄体操
リーダー研修会
（10:00 保健福祉セ
ンター）

21
西郷村長選挙告示
（8:30 役場・第一
会議室）

22
歯科クリニック
（幼児 13:00、６才
児 13:45 保健福祉
センター）

23
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
英会話教室（19:00
文化センター）

24
1 才 6 ヵ月児健康
診査（13:00 保健
福祉センター）
心配ごと特別相談
会（13:10 高 齢 者
生活支援センター）

25

26 27
行政相談所開設
（13:30文化センター）

2828

2006 年２月
February行事
レカ ンダー

●今月の顔────
４ヵ月児健康診査

に来ていた赤ちゃんたちです。

★県南地域の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・2/4　平成 17 年度源流の里・地域づくり交流会（サン
ルート白河 13:00）

・2/5　あそびの学校「粘土のタップドール」（ジャスコ
白河西郷店 13:30）

・2/9　おはなしのくに（白河市立図書館 15:30）
・2/11　白河だるま市（白河市駅前～天神町～中町～本町 9:00）

・2/11 ～ 12　天栄村雪の祭典・羽鳥湖高原かまっこ祭り
（羽鳥湖高原交流促進センター 10:00）
・2/17　白河市合併記念「NHK ふれあいフェスタ in しら
かわ」（白河市民会館 18:00）

・2/25　白河シネマパラダイス「NANA」（白河市文化
センター 14:00、18:00）



先
生
方
が
い
っ
ぱ
い
来
た
。

　

き
ん
ち
ょ
う
し
て
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
。

　

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
が
始
ま
っ
た
。

　

先
生
が
問
題
を
書
き
始
め
た
。

問
題
の
と
中
に
、
四
角
が
書
い
て
あ
っ
た
。

あ
れ
？
あ
の
四
角
は
何
？

四
角
に
何
が
入
る
ん
だ
ろ
う
？

数
字
が
入
っ
た
。

12
の
次
に
15
、
そ
し
て
14
。

14
÷
３
の
計
算
の
し
か
た
を
考
え
た
。

14
÷
３
は
で
き
る
？
で
き
な
い
？

　

頭
の
中
が
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

で
も
考
え
た
。

　

お
さ
ら
に
３
こ
ず
つ
入
れ
て
み
た
ら
、

　

４
人
に
分
け
ら
れ
た
。

　

２
こ
あ
ま
っ
た
け
ど
…
。

14
÷
３
は
か
い
け
つ
し
て
す
っ
き
り
。

　

わ
た
し
も
自
分
の
考
え
が
も
て
て
う
れ
し
い
。

担
任
の
飛
知
和
成
美
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
鷲
尾
敦
子
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
渡
辺
恭
子
先
生
か
ら
一
言

人口と世帯数（1月 1日現在）人口 19,530 人（前月比 +10）男 9,851 人（+14）女 9,679 人（-4）世帯数 6,158 戸（+7）

大
き
く
勢
い
よ
く
描
け
ま
し
た
。
遊
ん
だ
と
き

の
永
真
さ
ん
の
楽
し
い
気
持
ち
が
画
面
い
っ
ぱ
い

の
絵
か
ら
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

研
究
授
業
で
行
っ
た
算
数
の
学
習
の
様
子
が
、

よ
く
書
け
ま
し
た
ね
。
彩
香
さ
ん
の
思
い
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。が
ん
ば
っ
て
考
え
た
算
数
で
し
た
。

い
つ
も
丁
寧
に
文
字
を
書
い
て
い
る
直
都
く

ん
。「
元
気
な
子
」
も
、
漢
字
と
仮
名
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
美
し
い
線
で
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/ ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp
古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

図
画

詩

書

小
田
倉
小
学
校
一
年

　
　
　

村

山

永

真

小
田
倉
小
学
校
三
年

宮

原

彩

香

小
田
倉
小
学
校
五
年

相

川

直

都

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）


